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企業理念
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当社の強み
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 確かな実績  強固な販売ネットワーク
2024年10月の今治営業所、 2025年4月の盛岡営業所、2025年7月
の水戸営業所と京都営業所に続き、2025年10月に静岡営業所を新設

全国の
会計事務所

8,500 超

金融機関
(銀行・証券会社)

180 超

東京本社

提携

提携

投資家(お客様)の紹介

投資家(お客様)の紹介

●当社拠点

累計組成金額

4.3兆円超

リースファンド事業

累計組成金額

700億円超

海外不動産ファンド事業累計組成金額

国内不動産ファンド事業

3,600億円超

※ 2025年12月末現在
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コーポレート・ガバナンス体制

監査役会 3名
うち社外監査役3名

構成比

取締役会 7名
うち独立社外取締役5名、女性3名（外国人1名）

構成比

社内取締役
2

社外取締役
5

男性
4

女性
3

社外監査役
3

 当社取締役会は7名中5名が独立社外取締役となり、さらに7名中3名が女性取締役（内、1名は外国人）
で構成され、高い独立性と多様性を確保
また、監査役会は3名全員が独立社外監査役（内、１名は女性）

3

男性
2

女性
1
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積極的なPR活動

 さらなる企業認知度向上のため、テレビ東京系列「WBS(ワールドビジネスサテライト)」※1にて、全国※2で放映中

 2025年4月より、テレビ朝日系列「報道ステーション」 ※3でも、全国※2で放映を開始

ＦＰＧ公式YouTubeチャンネルでも公開中

https://youtu.be/axQwWBY2O3o

※1 テレビ東京系列「WBS（ワールドビジネスサテライト）」放送時間：月曜日～木曜日 22:00～22:58 金曜日 23:00～23:58
※2 一部地域を除く
※3 テレビ朝日系列「報道ステーション」放送時間：月曜日～金曜日 21:54～23:10 当社CM放映日：毎週金曜日 4
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 2025年9月期下期に、ＦＰＧグループの総合力を結集した国内初の個人向け航空機小口化商品「F.bit第1
号」を組成※1、発行口数を上回る申込みがあり、抽選の結果、7月24日に完売※2

 投資家からの強いニーズを確認したことを踏まえ、F.bit第2号を2026年9月期下期に組成、販売予定

F.bit 個人向け航空機小口化商品

※1 2025年5月12日 PR開示「＜国内初＞公募型の受益証券発行信託による 個人投資家向け航空機小口化商品（1口100 万円）の取扱い開始のお知らせ」
※2 2025年7月24日 PR開示「個人投資家向け航空機小口化商品「F.bit 航空機小口化商品第1号」の完売のお知らせ」 5

第１号
2025年7月完売

第2号
2026年下期
組成・販売予定
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 2025年4月の盛岡営業所、2025年7月の水戸営業所と京都営業所に続き、2025年10月に静岡営業所を
開設※1し、営業拠点は18拠点に拡大

 オンライン取引については、2025年10月より国内不動産ファンド事業に拡充※2

今後、海外不動産ファンド事業のオンライン化を実現し、お客さまのさらなる利便性向上と業務効率化に向けた
DXを積極的に推進

※1 2025年9月26日付 PR開示 「営業所新設に関するお知らせ」
※2 2025年10月14日付 PR開示 「国内不動産ファンド事業（不動産小口化商品）のオンライン取引開始のお知らせ」

営業拠点の拡大とオンライン取引の拡充

6

物件画像はイメージです
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不動産小口化商品の販売状況および今後の見通しについて

7

１．第１四半期（10-12月）実績の振り返り

●投資家目線に立った対応： 税制改正報道を受け、11月より販売を一時停止。
12月末譲渡分の申込・契約済投資家からの解約申し出には合意解約・返金で対応。
この結果、第1四半期の販売額は大幅に減少するも、47.2億円を販売

●足元の販売状況：令和8年度税制改正大綱（以下、大綱）の発表を踏まえて1月よ
り3月末譲渡分の販売を再開。当社の提供する不動産小口化商品は、都心の優良不動
産に1,000万円から投資ができることが最大の特長であり、改めて都心一等地への投資
ニーズの高さを確認。GINZA SIX、大手町案件、福岡天神南案件は早期に完売

●一棟売却による確かな実績：FPGリンクス渋谷の一棟売却を実施し、投資額を大幅に上
回る結果で償還した結果、インセンティブ報酬を獲得。今後も順次売却を予定

2．今後の見通し

●プライム立地の大型物件組成：好評につき完売済みの京橋トラストタワーの13階および
14階フロアを追加取得

●投資商品としての展開：税制改正を見据えたインフレヘッジ・分散投資を目的とした投資
商品としてのアプローチを強化し、販路を拡大

FPGリンクス大手町
(東京都千代田区)

GINZA SIX
(東京都中央区)

京橋トラストタワー
(東京都中央区)

●プライム立地の大型物件組成：ハイブランドが出店予定の表参道エリアの大型物件等、
都心一等地で複数の組成を計画

FPGリンクス天神南
(福岡県福岡市)
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第1四半期 実績と進捗率
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 リースファンド事業：出資金販売額が前年同期比＋100億円超の滑り出しとなったことに加え、海外子会社にお
いて積極的に推進してきた米国投資家向けリースアレンジメント案件組成に伴う売上計上により、売上高は同比
+21.1億円、売上総利益は同比+20.8億円。通期予想の進捗率は32.2％と四半期ラップを上回る進捗

 国内不動産ファンド事業：税制改正報道を受け、販売を一時停止するも47.2億円を販売。この結果、売上高
は前年同期比▲132.8億円（▲69.6％）の減収。一方、売上総利益は、一棟売却のインセンティブ報酬もあ
り同比▲7.4億円（▲32.7％）と減益幅は大幅に縮小

 海外不動産ファンド事業：今期中の組成および販売を目指して、取り組みを継続中
(金額：億円)
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第1四半期 実績と進捗率

9

 売上高は 、リースファンド事業が前年同期比+30.6%増加する一方、国内不動産ファンド事業が税制改正報道
による販売停止および解約対応の影響により同比▲69.6％減少した結果、149.9億円と大幅減収（前年同月
比▲129.6億円、▲46.4%）※

 利益面では、リースファンド事業での積極的な販売や海外子会社において積極的に推進してきた米国投資家向け
リースアレンジメント案件の成約に加え、国内不動産ファンド事業が小幅減益にとどまったことにより、前年同期比減
益幅を大幅に縮小（売上総利益は前年同月比▲3.3億円、▲3.4％）

 期初業績予想（2026年9月期）に対する進捗率は、売上高の大幅な減収を利益率を大幅に改善することによ
り補い、当期純利益で20.1％を確保 (金額：億円)

※リースファンド事業及び海外不動産ファンド事業は案件組成や出資金販売に係る手数料額を売上高に計上するのに対して、国内不動産ファンド事業は不動産販売

額を売上高に、対象不動産の簿価を売上原価に計上するため、不動産小口化商品の販売縮小により売上高が大きく減少する。
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 海運案件を中心に積極的な販売を推進した結果、前年同期比+100億円超の滑り出し
 通期予想2,000億円の達成に向けて進捗は順調

リースファンド事業 販売

10

販 売 額 の 推 移

第1四半期
第2四半期
第3四半期
第4四半期 (金額：億円)

通期予想
2,000
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リースファンド事業 組成

11

組 成 額 の 推 移

 海運案件での戦略的大型受注に加え、航空機案件も着実に積み上げた結果、過去最高額（2019年9
月期第1四半期：1,973億円）に迫る四半期組成額を達成

 通期予想4,750億円に向けて良好な進捗（進捗率40％）

(金額：億円)

通期予想
4,750第1四半期

第2四半期
第3四半期
第4四半期
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リースファンド事業 在庫
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在 庫 の 推 移

 海運案件を主体とした積極的な組成を行った結果、2025年9月末比+182億円の700億円台まで回復
 第2四半期以降の販売に向けた在庫を確保

船舶
航空機

コンテナ

(金額：億円)

海運案件
505
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国内不動産ファンド事業 販売
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販 売 額 の 推 移

 慎重な販売対応やキャンセル受入れ等を行った結果、第1四半期の販売額は47億円と前年同期比大幅な
減少

 不動産小口化商品については3月末譲渡分の販売を1月から開始。白金台案件はマンション相場の動向を
見つつ、最適な手法とタイミングで売却予定

(金額：億円)

第1四半期
第2四半期
第3四半期
第4四半期

通期予想
1,000
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組成額と累計組成件数の推移

国内不動産ファンド事業 組成

14

 2025年11月に「京橋トラストタワー」２物件（13階および14階の各フロア全体）を組成※

 累計組成件数は48件となり、累計組成金額は3,600億円を突破
 第2四半期以降も、税制改正の影響を見定めながら組成を継続

※ 2025年11月13日付 PR開示「組成用不動産（Premium Asset Series）の取得完了のお知らせ」

(金額：億円)

第1四半期
第2四半期
第3四半期
第4四半期
累計組成件数（単位：件）

通期予想
1,200
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（福岡エリア） （福岡エリア）

国内不動産ファンド事業 在庫
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在 庫 の 推 移

 2025年11月の「京橋トラストタワー」13階と14階の組成に加え、第１四半期の販売が抑制的であったこと
により、2025年12月末の在庫は606億円に増加

 第2四半期以降の販売に活用

(金額：億円)

福岡エリア
関西エリア
東京エリア
開発案件
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 2025年11月に「京橋トラストタワー」の13階および14階フロア全体を追加取得※

 2024年12月に組成した当物件の別フロア（12階フロア全体）は1年以内に完売済

国内不動産ファンド事業 直近の組成案件

16

京橋トラストタワー
13階と14階のワンフロアを組成

※ 2025年11月13日付 PR開示「組成用不動産（Premium Asset Series）の取得完了のお知らせ」
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海外不動産ファンド事業 販売

17

 今期中の組成および販売を目指して、取り組みを継続中

販 売 額 の 推 移

通期予想
120

第1四半期
第2四半期
第3四半期
第4四半期 (金額：億円)
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海外不動産ファンド事業 組成
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 米国のリスク動向を見定めつつ、足元では第6号案件の組成に向けた取組みを推進中

組 成 額 の 推 移
(金額：億円)

第1四半期
第2四半期
第3四半期
第4四半期

推進中
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海外不動産ファンド事業 在庫
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 通期販売額予想120億円の達成に向けた案件組成を推進中

在 庫 の 推 移 (金額：億円)

推進中完売
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ご参考
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連結損益計算書の概要
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① 売上原価
不動産取得原価、リースファンド事業
案件組成コスト、顧客紹介者への
支払手数料等を含む

② 営業外収益
一時的に立替えた出資金を投資家
に販売する際に徴収する立替利息
(受取利息として計上)、金銭の信託
運用益等を含む

③ 営業外費用
資金調達に伴う支払利息等

(金額：億円)
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連結貸借対照表の概要
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① 商品出資金
リースファンド事業および海外不動産ファンド
事業において投資家に販売するまで
当社グループが一時的に立替えている出資金

② 組成用不動産
国内不動産ファンド事業における在庫

③ 契約負債
主にリースファンド事業および海外不動産ファ
ンド事業における手数料

(金額：億円)
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 本決算説明資料では、当社の事業を以下4つの事業区分に分けて説明しております。
リースファンド事業

航空機・船舶・コンテナを対象とした、オペレーティング・リース事業（リースファンド事業）の組成・管理および投資家への匿名組合出資持分・任意組合出資持分・
信託受益権の販売を行っています。売上高は、オペレーティング・リース事業の組成におけるアレンジメント・フィー、組合出資持分を投資家に販売する際に受け取る
手数料等を計上しています。組成案件は一般的に借入金を組入れていますが、組成条件次第で借入金を組入れない「フルエクイティ案件」を組成する場合があります。

本資料中の事業区分と売上高について

不動産
(組成金額)

信託
受益権

投資家への
販売 =販売額 売上高

海外不動産ファンド事業 【海外不動産投資商品】
海外不動産を対象とした集団投資事業案件の組成・管理および投資家への任意組合出資持分の販売を行っています。
売上高は、集団投資事業案件の組成におけるアレンジメント・フィー、任意組合出資持分を投資家に販売する際に受け取る手数料等が計上されます。

国内不動産ファンド事業 【不動産小口化商品】
株式会社FPG信託の信託機能を活用した不動産小口化商品の組成・管理および投資家への販売を行っており、投資家への販売額等を、売上高として計上し、
不動産取得額を原価に計上しています。

その他事業
航空事業、共同保有プラットフォーム事業等を総称して、「その他事業」としています。

リース資産
(組成金額)

借入金

商品出資金
手数料

投資家への販売=販売額

商品出資金
手数料 手数料

売上高

リース資産
(組成金額) 商品出資金

手数料

商品出資金

手数料 手数料

投資家への販売=販売額 売上高

【借入金を組入れる案件】 【フルエクイティ案件】

23

商品出資金
手数料

不動産
(組成金額)

借入金

商品出資金
手数料 手数料

投資家への販売=販売額 売上高
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本資料における注意事項等

本資料に掲載されている業績予想などは、当社が現時点で入手可能な情報と、
当社が合理的であると判断する一定の前提に基づいております。
実際の業績は、さまざまなリスクや不確定な要素などの要因により、掲載の見通し
とは異なる可能性があります。

株式会社ＦＰＧ

【お問い合わせ】

担当部署：経営企画部

TEL: (03) 5288-5691 E-mail: ir@fpg.jp URL: https://www.fpg.jp/ir/inquiry.html


